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1. 2022年3月期第2四半期の連結業績（2021年4月1日～2021年9月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年3月期第2四半期 1,738 20.5 △54 ― △30 ― △28 ―

2021年3月期第2四半期 1,442 △21.5 △64 ― △21 ― △43 ―

（注）包括利益 2022年3月期第2四半期　　10百万円 （163.3％） 2021年3月期第2四半期　　3百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

2022年3月期第2四半期 △36.72 ―

2021年3月期第2四半期 △56.69 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

2022年3月期第2四半期 4,910 2,281 46.5

2021年3月期 4,487 2,270 50.6

（参考）自己資本 2022年3月期第2四半期 2,281百万円 2021年3月期 2,270百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年3月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00

2022年3月期 ― 0.00

2022年3月期（予想） ― 20.00 20.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 2022年 3月期の連結業績予想（2021年 4月 1日～2022年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 4,100 26.0 50 ― 70 ― 60 ― 77.58

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（注）詳細は、添付資料P.7「2．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項（会計方針の変更）」をご覧下さい。

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年3月期2Q 784,300 株 2021年3月期 784,300 株

② 期末自己株式数 2022年3月期2Q 10,987 株 2021年3月期 10,921 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2022年3月期2Q 773,349 株 2021年3月期2Q 773,476 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際
の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資
料３ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧下さい。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、コロナ禍が長期化するなかワクチン接種の効果も現れ、経済回

復を探る動きが本格化してきましたが、世界的な半導体や各種材料のサプライチェーンの寸断が生じ生産納期が悪化

する状況でありました。

このような経済状況の中で、当社グループとしては、新規顧客の獲得、新しい価値提供を目的とした新製品・新技

術の開発に注力するとともに、競争力強化のためのサプライチェーンの構築・コスト低減などの取り組みに注力し、

受注・売上の確保に努めてまいりました。

その結果、当第２四半期連結累計期間の受注高は1,775百万円（前年同四半期比2.1％増）、売上高は1,738百万円

（前年同四半期比20.5％増）となりました。損益については、営業損失54百万円（前年同四半期は営業損失64百万

円）、経常損失30百万円（前年同四半期は経常損失21百万円）、親会社株主に帰属する四半期純損失28百万円（前年

同四半期は親会社株主に帰属する四半期純損失43百万円）の計上となりました。

今後におきましては、設備投資の慎重化や半導体部品の不足による納期遅延や原材料の高騰などが懸念されますが、

業績が持ち直している製造業や情報通信業では、中長期の成長につながる投資・次世代自動車・デジタル化需要・DX

を活用した合理化・省力化向けの投資は回復基調にあると判断しています。こうしたニーズに対して積極的な提案営

業を行い、受注・売上の確保と社内効率化を進め利益確保に努めてまいります。

以下主なセグメントの業績についてご説明申しあげます。

（電源機器）

電源機器につきましては、電池業界、自動車関連業界ならびに電子部品業界などを中心に様々な個別の仕様にお応

えし、通信機能搭載などの差別化に取り組んでまいりました。その結果、受注高は702百万円（前年同四半期比50.7％

増）、売上高は667百万円（前年同四半期比35.2％増）となりました。

今後につきましては、カーボンニュートラルに寄与する回生型充放電装置、高効率電源などの製品の更なる改良を

進め、受注・売上の確保に努めてまいります。

（表面処理装置）

表面処理装置につきましては、自動車関連業界、電子部品業界などを中心に、新規及び更新需要の掘り起こしに注

力してまいりましたが、受注高は396百万円（前年同四半期比42.1％減）、売上高は447百万円（前年同四半期比2.7％

減）となりました。

今後につきましては、IoT技術を活用した予防保全システムであるCCCS-M（当社グループ商品名）の積極的提案及び

更なる改良に努めてまいります。また、既存装置の省力化・省人化ニーズにお応えする改良・改善提案により受注・

売上の確保に努めてまいります。

（電気溶接機）

電気溶接機につきましては、国内市場においては自動車関連業界、鋼製家具業界などを中心に、新規及び更新需要

の掘り起こしに注力してまいりました。また、海外市場においても海外代理店との連携を密にして電子部品業界を中

心に拡販に努めてまいりました。

その結果、受注高は310百万円（前年同四半期比10.7％増）、売上高は361百万円（前年同四半期比91.8％増）とな

りました。

今後につきましても、自動車関連業界及び鋼製家具業界を中心に、様々な個別仕様にお応えするとともに、コスト

低減に力を入れ受注・売上の確保に努めてまいります。

（環境機器）

環境機器につきましては、表面処理装置に付帯する機器として営業に取り組んでまいりましたが、受注高は105百万

円（前年同四半期比0.2％減）、売上高は116百万円（前年同四半期比8.2％減）となりました。

今後につきましては、更なる機能改善とコスト低減に取り組んでまいります。
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（２）財政状態に関する説明

①資産、負債及び純資産の状況

（資産）

流動資産は、前連結会計年度末に比べて10.9％増加し3,878百万円となりました。これは、主として現金及び預金

が326百万円、仕掛品が134百万円増加したことなどによります。

固定資産は、前連結会計年度末に比べて4.2％増加し1,032百万円となりました。これは、主として投資その他の

資産が57百万円増加したことなどによります。

この結果、総資産は、前連結会計年度末に比べて9.4％増加し4,910百万円となりました。

（負債）

流動負債は、前連結会計年度末に比べて24.1％増加し2,085百万円となりました。これは、主として支払手形及び

買掛金が214百万円増加したことなどによります。

固定負債は、前連結会計年度末に比べて1.4％増加し544百万円となりました。

この結果、負債合計は、前連結会計年度末に比べて18.6％増加し2,629百万円となりました。

（純資産）

純資産合計は、前連結会計年度末に比べて0.5％増加し2,281百万円となりました。

②キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、期首時点に比べて326百万円

増加し1,611百万円となりました。当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因

は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果、資金の増加は355百万円（前年同四半期は19百万円の増加）となりました。

　収入の主な内訳は、仕入債務の増加額214百万円、売上債権の減少額140百万円などであり、支出の主な内訳は、

棚卸資産の増加額136百万円などであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果、使用した資金は31百万円（前年同四半期は10百万円の減少）となりました。

　支出の主な内訳は、無形固定資産の取得による支出29百万円などによるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動によるキャッシュ・フローは0百万円の支出（前年同四半期は24百万円の増加）となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

連結業績予想につきましては、概ね当初の予想の範囲内であるため2021年10月29日に公表いたしました業績予想に変

更はありません。

記載の業績予想数値につきましては、本資料の発表日現在において当社が入手可能な情報及び合理的であると判断す

る一定の前提に基づき作成したものであり、多分に不確定な要素を含んでおります。実際の業績は今後様々な要因によ

り業績予想とは異なる可能性があります。実際の業績に与え得る重要な要因には、当社の事業を取り巻く経済環境、市

場動向等が考えられます。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2021年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,435,331 1,761,373

受取手形及び売掛金 908,707 829,627

電子記録債権 403,644 342,737

商品及び製品 74,300 55,934

仕掛品 523,669 658,006

原材料及び貯蔵品 90,060 111,348

その他 61,699 119,434

貸倒引当金 △300 △300

流動資産合計 3,497,112 3,878,162

固定資産

有形固定資産 285,997 280,902

無形固定資産 79,253 68,423

投資その他の資産 625,083 682,980

固定資産合計 990,334 1,032,306

資産合計 4,487,446 4,910,468

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 529,015 743,262

短期借入金 740,000 740,000

未払法人税等 3,786 8,247

その他 406,989 593,622

流動負債合計 1,679,791 2,085,132

固定負債

長期借入金 40,000 40,000

役員退職慰労引当金 113,750 -

退職給付に係る負債 275,271 259,962

その他 108,036 244,354

固定負債合計 537,057 544,316

負債合計 2,216,848 2,629,449

純資産の部

株主資本

資本金 503,000 503,000

資本剰余金 225,585 225,585

利益剰余金 1,379,776 1,351,379

自己株式 △16,077 △16,169

株主資本合計 2,092,284 2,063,795

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 172,510 209,048

為替換算調整勘定 5,803 8,175

その他の包括利益累計額合計 178,313 217,224

純資産合計 2,270,598 2,281,019

負債純資産合計 4,487,446 4,910,468
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2020年４月１日
　至 2020年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年９月30日)

売上高 1,442,469 1,738,489

売上原価 1,097,401 1,361,428

売上総利益 345,068 377,061

販売費及び一般管理費 409,540 431,354

営業損失（△） △64,472 △54,293

営業外収益

受取利息 80 492

受取配当金 4,446 4,750

為替差益 - 30

持分法による投資利益 2,301 -

雇用調整助成金 36,582 -

補助金収入 - 19,617

その他 3,175 3,088

営業外収益合計 46,586 27,978

営業外費用

支払利息 3,185 3,214

為替差損 134 -

その他 306 917

営業外費用合計 3,626 4,132

経常損失（△） △21,512 △30,446

特別利益

固定資産売却益 9 29

投資有価証券売却益 - 5,565

特別利益合計 9 5,595

特別損失

固定資産処分損 15 0

特別損失合計 15 0

税金等調整前四半期純損失（△） △21,517 △24,851

法人税、住民税及び事業税 1,187 939

法人税等還付税額 △6,686 -

法人税等調整額 27,827 2,606

法人税等合計 22,328 3,545

四半期純損失（△） △43,845 △28,397

非支配株主に帰属する四半期純利益 - -

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △43,845 △28,397
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四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2020年４月１日
　至 2020年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年９月30日)

四半期純損失（△） △43,845 △28,397

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 48,713 36,538

為替換算調整勘定 △875 2,371

その他の包括利益合計 47,838 38,910

四半期包括利益 3,992 10,513

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 3,992 10,513

非支配株主に係る四半期包括利益 - -
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2020年４月１日
　至 2020年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純損失（△） △21,517 △24,851

減価償却費 18,460 24,146

貸倒引当金の増減額（△は減少） △124 △124

退職給付に係る資産の増減額（△は増加） △90,926 △8,516

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 5,143 △15,309

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △16,600 -

受取利息及び受取配当金 △4,527 △5,243

支払利息 3,185 3,214

持分法による投資損益（△は益） △2,301 -

固定資産処分損益（△は益） 5 △29

投資有価証券売却損益（△は益） - △5,565

売上債権の増減額（△は増加） 465,670 140,061

棚卸資産の増減額（△は増加） △158,766 △136,982

仕入債務の増減額（△は減少） △128,057 214,109

その他 △76,684 170,409

小計 △7,040 355,319

利息及び配当金の受取額 4,527 5,243

利息の支払額 △3,628 △3,387

法人税等の支払額 △939 △1,878

法人税等の還付額 26,721 -

営業活動によるキャッシュ・フロー 19,640 355,297

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △10,571 △12,169

有形固定資産の売却による収入 10 30

無形固定資産の取得による支出 - △29,150

投資有価証券の取得による支出 △128 △128

投資有価証券の売却による収入 - 8,757

その他 27 777

投資活動によるキャッシュ・フロー △10,663 △31,883

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入れによる収入 40,000 -

配当金の支払額 △15,377 △8

その他 △54 △92

財務活動によるキャッシュ・フロー 24,567 △100

現金及び現金同等物に係る換算差額 △720 2,727

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 32,824 326,041

現金及び現金同等物の期首残高 1,278,623 1,285,331

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,311,447 1,611,373
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日。以下、「収益認識会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、

当該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することとしております。これにより、従

来、販売手数料として販売費及び一般管理費に計上していた、顧客に支払われる対価の一部を、売上高から控除

して表示する方法に変更しております。

収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従って

おり、第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、第１四半

期連結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しておりますが、収益認

識会計基準等の適用による、当第２四半期連結累計期間の損益及び期首利益剰余金に与える影響はありません。

なお、収益認識会計基準第89-2項に定める経過的な取扱いに従って、前連結会計年度について新たな表示方法

による組替えを行っておりません。

また、「四半期財務諸表に関する会計基準」（2020年３月31日）第28-15項に定める経過的な取扱いに従って、

前第２四半期連結累計期間に係る顧客との契約から生じる収益を分解した情報を記載しておりません。

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号 2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基

準」（企業会計基準第10号 2019年７月４日）第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等

が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することといたしました。なお、当該会計基準等の適用が四半

期連結財務諸表に与える影響はありません。
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３．その他

（１）生産、受注及び販売の状況（自 2021年４月１日 至 2021年９月30日）

(1)生産実績

当第２四半期連結累計年度における生産実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称 生産高（千円） 前年同四半期比（％）

電源機器 701,995 43.0

表面処理装置 566,843 8.6

電気溶接機 339,800 18.6

環境機器 104,556 △19.8

その他 167,702 △34.2

合計 1,880,899 11.7

（注）１ 金額は、販売価格によっております。
２ 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

(2)受注実績

当第２四半期連結累計年度における受注実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称 受注高（千円）
前年同四半期比

（％）
受注残高（千円）

前年同四半期比
（％）

電源機器 702,783 50.7 470,940 72.4

表面処理装置 396,457 △42.1 759,665 24.4

電気溶接機 310,528 10.7 129,554 △47.9

環境機器 105,569 △0.2 24,311 △24.6

その他 259,724 28.8 212,535 17.6

合計 1,775,062 2.1 1,597,007 18.7

(注)上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

(3)販売実績

当第２四半期連結累計年度における販売実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称 販売高（千円） 前年同四半期比（％）

電源機器 667,386 35.2

表面処理装置 447,933 △2.7

電気溶接機 361,621 91.8

環境機器 116,928 △8.2

その他 144,618 △16.0

合計 1,738,489 20.5

(注)上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　


